
司
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野
　
直
　
喜
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る
　
西
洋
人
で
支
那
交
款
の
評
論
を
し
π
略
の
を
見
る
に
、
動
も
す
れ
ば
更
記
の
著
考
左
る
司
馬
遷

を
、
『
支
那
の
ヘ
ロ
ド
タ
ス
』
と
い
っ
て
居
る
。
勿
論
こ
の
爾
賢
を
比
較
し
だ
ら
、
類
似
の
織
も
少
な

く
あ
る
多
い
。
第
．
一
支
那
に
於
い
て
紀
傳
膣
の
歴
史
を
創
め
た
の
は
申
す
迄
も
な
k
司
馬
遷
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
添
。
　
ヘ
マ
四
，
タ
ス
が
二
面
と
い
は
れ
て
居
る
事
實
と
饗
照
す
’
る
と
．
明
に
其
類
似
を
認
む
る
こ

と
が
出
來
る
。
然
れ
ど
竜
我
輩
は
蛮
π
畏
に
爾
賢
の
問
に
著
し
い
差
違
の
あ
る
こ
と
竜
忘
れ
て

怯
な
ら
ぬ
。
ヘ
ロ
バ
タ
ス
に
就
い
て
信
、
我
輩
薫
り
て
其
書
を
讃
ん
だ
之
と
竜
な
い
。
從
っ
て
之

を
云
々
す
る
資
格
は
毫
も
な
い
が
、
同
書
の
性
質
を
蓮
べ
π
後
人
の
説
を
見
る
に
、
へ
氏
は
徹
頭
徹

尾
自
ら
読
話
家
の
態
度
を
副
う
、
種
々
の
史
實
や
、
怪
奇
な
物
語
を
面
白
く
叙
べ
て
、
雪
乞
を
娯
ま
「
し

む
る
こ
乏
を
目
的
と
し
血
竜
の
㌦
や
．
う
淀
い
っ
て
あ
る
。
若
し
其
れ
が
果
し
て
正
確
で
あ
る
」
と

す
れ
ば
、
司
馬
遷
が
登
記
を
か
い
π
心
持
と
は
、
大
に
違
っ
て
居
る
乏
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
勿

論
更
記
竜
翠
雲
來
叙
事
の
妙
を
得
π
も
の
と
言
は
れ
て
居
る
。
試
に
二
士
本
紀
だ
け
を
讃
ん
で

　
　
　
　
司
馬
遷
の
維
學
　
　
　

ド
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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孫
R
　
患
Ψ
　
柵
雛
　
　
究
　
　
　
第
　
一
一
　
十
　
八
　
騨
岬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
門
照
凹

も
、
鉦
鹿
の
戦
、
黒
門
の
會
、
若
く
は
壊
下
の
三
等
に
於
て
、
英
雄
噌
疇
叱
咤
の
厭
、
兇
女
纏
綿
凄
側
の
さ

ま
が
描
き
出
さ
れ
て
翼
に
迫
る
趣
き
が
あ
る
。
然
れ
ど
四
二
其
叙
事
の
妙
を
以
て
更
記
を
見
る

は
、
眞
に
二
二
を
知
つ
力
竜
の
で
な
い
。
第
一
司
馬
蓬
は
唯
太
古
よ
う
其
時
代
ま
で
の
事
歴
を
記

録
す
る
計
う
が
、
共
欝
的
で
な
い
。
又
後
世
の
所
謂
文
人
の
や
う
な
も
の
に
自
分
を
考
へ
て
は
居

な
か
つ
π
。
彼
れ
は
其
實
輩
純
な
更
家
、
若
く
は
丈
入
で
な
く
、
寧
ろ
一
種
の
思
想
家
哲
學
家
で
あ

っ
た
。
彼
れ
は
唯
吏
實
を
記
録
す
る
こ
と
を
以
て
満
足
し
て
居
ら
諏
、
共
文
購
を
翫
昧
す
る
と
、
表

面
は
唯
事
實
を
記
録
．
し
な
が
ら
、
其
慮
に
彼
れ
の
之
れ
に
署
す
る
倫
理
的
の
到
漸
と
か
若
く
は
其

事
實
に
二
歳
す
る
人
物
に
つ
い
て
彼
れ
の
愛
惟
等
が
よ
く
窺
は
れ
る
。
又
彼
れ
は
更
實
を
語
ウ

て
軍
に
人
を
娯
し
ば
む
る
を
以
て
満
足
せ
ず
更
實
に
糠
う
て
政
治
道
徳
．
に
罰
す
る
．
彼
れ
の
思
想

を
披
渥
し
て
居
る
。

　
史
記
太
史
公
自
序
は
、
彼
れ
の
家
世
と
、
彼
れ
が
更
記
を
作
る
に
至
ウ
し
事
情
と
、
其
更
記
を
著
は

す
に
就
い
て
懐
抱
せ
る
彼
れ
の
理
想
を
見
る
に
足
る
べ
き
竜
の
な
る
が
、
彼
れ
は
初
あ
に
司
馬
氏

が
周
の
と
き
世
々
周
史
を
掌
ウ
し
こ
と
よ
命
、
其
子
孫
玉
茎
し
遷
の
父
談
に
至
ウ
再
び
建
元
元
封

（礪

n
a
j
の
問
に
太
更
公
と
な
っ
て
更
事
を
綜
べ
し
こ
と
を
蓮
べ
て
、

　
太
舌
面
學
謡
天
官
直
下
心
志
易
聖
君
焚
習
語
論
於
黄
子
叩
と
い
っ
て
居
る
。
　
一
膿
古
昔
の
史
官
な
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る
も
の
は
、
種
々
難
事
な
職
務
で
あ
っ
て
、
天
文
治
暦
も
其
一
で
あ
っ
だ
。
そ
こ
で
談
が
太
史
公
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
へ

な
る
に
は
、
天
底
を
學
ん
だ
の
で
あ
る
が
叉
其
以
外
に
易
と
道
論
を
習
っ
た
。
道
論
と
は
道
家
の

學
問
の
ヒ
と
、
帥
ち
儒
家
及
び
道
家
に
就
い
て
研
究
し
π
の
で
あ
る
。
又
次
ぎ
に
六
戚
の
要
旨
、
即

ち
陰
陽
・
儒
・
墨
・
名
・
法
・
道
の
諸
鼠
茶
に
つ
き
、
談
が
其
長
短
得
失
を
批
評
し
た
言
葉
が
載
せ
て
あ
る
。
’

其
内
に
道
家
を
揚
げ
て
、
儒
家
を
抑
ゆ
る
所
が
あ
る
の
で
、
後
に
色
々
と
非
難
す
る
も
の
が
あ
う
、
叉

六
家
に
封
ず
る
談
の
批
評
は
蓬
が
唯
其
読
を
暴
げ
た
慶
で
の
こ
と
で
、
蓬
は
其
子
で
あ
ウ
な
が
ら

東
畑
を
奪
適
し
て
、
之
れ
を
滋
家
の
上
に
置
い
て
居
る
に
關
は
ら
ず
、
後
人
は
父
子
同
論
と
見
て
、
大

道
を
論
ず
れ
ば
黄
老
を
先
に
し
て
六
経
を
後
に
す
な
ど
と
い
っ
て
、
併
せ
て
遷
を
畿
っ
て
居
る
が
、

自
序
の
文
は
唯
父
談
の
考
を
述
べ
だ
計
ウ
で
、
遷
の
這
う
知
る
所
で
は
な
い
⑩
と
も
角
、
遷
の
記
す

る
所
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
其
父
談
の
學
風
が
自
か
ら
窺
は
る
＼
の
で
あ
っ
て
、
彼
れ
が
先
秦
時
代
に

於
け
る
、
種
々
の
學
派
に
つ
い
て
、
深
い
智
識
と
鏡
利
な
批
評
限
を
有
っ
て
居
た
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
遷
は
叉
其
丈
が
死
す
る
に
臨
み
、
蓬
に
其
後
を
縫
い
で
無
記
を
編
む
こ
と
を
遺
言

し
π
一
段
を
載
せ
て
居
る
が
、
其
中
に
、

　
幽
鷹
之
後
。
王
道
敏
。
禮
樂
裏
。
孔
子
修
γ
無
勢
レ
贋
。
論
詩
書
刈
作
暮
秋
幻
學
照
顧
レ
今
則
レ
之
。
葺
獲
麟
一
以
來
四
百

　
・
．
有
明
歳
。
（
申
略
）
余
算
が
太
・
史
輯
蝉
茸
昌
論
…
載
司
廃
…
畠
天
下
夢
更
丈
叩
余
罪
儂
焉
。
汝
其
野
曝
。
、

　
　
　
　
司
馬
懸
の
経
墨
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
薦
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哲
　
．
職
響
　
帰
鱗
　
　
究
　
　
　
嬢
謝
　
二
　
や
・
八
　
雛
酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

と
あ
う
、
而
し
て
蓬
が
其
庭
訓
を
脅
し
て
愈
．
蓮
作
の
決
心
を
な
し
π
．
る
こ
と
を
蓮
べ
て
、

　
太
更
公
日
。
先
人
有
レ
言
。
膚
昌
周
士
卒
主
百
歳
而
有
。
孔
子
一
壷
軽
卒
後
至
飯
豊
今
一
五
百
歳
。
有
7
能
紹
昌
明
、
世
司
正
繍

　
易
傳
幻
繊
昌
春
秋
司
本
塑
於
詩
書
禮
樂
之
・
際
切
意
在
レ
斯
乎
。
意
在
ソ
期
乎
。
小
子
何
敢
譲
焉
。

と
言
っ
て
居
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
騨

　
是
の
如
く
、
談
は
其
の
學
術
飽
し
竜
專
ら
儒
敏
の
み
を
澱
ん
だ
竜
の
で
は
な
い
。
前
に
述
る
如

く
六
家
の
要
旨
を
論
ず
る
に
至
う
て
は
、
色
々
と
儒
敏
の
閾
典
を
墨
げ
て
見
れ
を
輕
ず
る
が
如
き

局
吻
菟
な
い
で
は
な
い
が
、
如
何
な
る
課
か
蓬
に
輿
へ
π
遺
言
に
は
、
孔
子
の
春
秋
を
細
い
で
吏
認

を
か
く
べ
き
を
囑
し
、
ま
疫
蓬
唐
身
も
正
扁
易
傳
云
々
と
更
記
を
作
る
に
つ
い
て
の
大
抱
負
を
述
べ

て
居
る
。
而
し
て
殊
に
注
意
す
べ
き
は
其
更
詑
を
以
て
孔
子
の
春
秋
を
繊
ぐ
と
い
ム
考
で
あ
る
。

そ
れ
．
は
何
故
か
と
い
ふ
に
、
司
馬
蓬
若
く
は
當
時
の
儒
家
の
考
に
よ
れ
ば
、
彼
等
は
決
し
て
春
秋
を

，
以
て
唯
春
秋
二
百
四
十
二
年
聞
の
応
仁
を
記
録
し
π
一
の
歴
史
と
は
見
て
居
な
い
。
即
ち
孟
子

に
『
其
事
剰
齊
桓
苦
丈
。
其
文
則
更
。
孔
子
日
。
其
義
鋼
船
籟
取
y
之
夷
』
と
あ
る
通
・
9
、
春
秋
の
文
は
勿

論
齊
桓
晋
丈
な
ど
の
事
實
を
記
し
π
更
艦
で
あ
る
け
れ
ど
竜
、
孔
子
の
志
は
史
を
か
く
に
あ
っ
た
．

の
で
は
な
い
。
孔
子
は
更
を
か
い
π
が
、
更
の
中
に
其
義
血
ち
孔
子
の
如
法
を
垂
れ
尤
。
若
し
春

秋
が
唯
歴
更
で
あ
っ
π
な
ら
、
春
秋
は
恰
も
後
世
の
官
報
の
如
き
祷
の
で
、
亀
入
に
で
も
禺
來
る
、
必
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ず
し
智
聖
作
を
待
た
滋
。
叉
若
し
其
れ
が
軍
に
事
實
の
詑
錐
で
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
更
と
い
ふ
も

の
で
、
経
で
は
な
い
。
孔
子
は
史
實
を
鞭
う
て
、
早
舞
の
敏
法
を
春
野
に
垂
れ
π
。
其
意
昧
よ
ム
し

で
之
を
経
と
い
ひ
、
更
と
は
言
は
漁
と
い
ふ
の
が
後
世
公
洋
琴
の
學
者
等
の
下
読
す
る
所
で
あ
る

が
、
薗
に
申
す
通
う
司
馬
遷
竜
決
し
て
春
秋
を
以
て
唯
だ
事
實
の
艶
録
と
思
っ
て
は
居
な
い
。
其

謹
撫
は
彼
れ
が
奪
漏
し
℃
悪
質
董
仲
野
の
言
葉
を
世
襲
に
載
せ
て
居
る
が
、
劇
中
に
、

　
太
更
公
法
。
余
聞
＝
董
生
一
日
。
周
這
衰
微
。
孔
子
爲
昌
司
憲
一
。
諸
侯
害
レ
之
。
大
夫
甕
レ
之
。
孔
子
知
昌
言
之
不
レ
用
。
道
之

　
　
　
　
や
　
　
ゐ

　
不
”
行
也
。
蕃
昌
非
二
百
四
十
二
年
之
申
刈
以
爲
昌
天
下
儀
表
叩
疑
轟
天
子
鱒
退
昌
諸
侯
舶
討
鵡
大
夫
叩
以
達
昌
王
事
”
而
巳
。
子

　
臼
。
我
欲
“
載
一
一
之
室
言
叩
不
レ
如
”
見
一
”
之
於
行
事
「
之
深
切
著
明
へ
也
。
國

と
い
っ
て
居
る
。
是
に
於
て
蓬
の
春
秋
に
封
ず
る
考
が
能
く
分
る
。
即
ち
孔
子
が
春
秋
を
作
，
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
や
　
り

禿
の
は
一
抽
象
的
な
敏
法
よ
う
竜
、
具
膿
的
な
更
實
を
暴
げ
、
之
に
是
非
帥
ち
倫
理
的
の
鋼
騎
を
興
へ

て
、
是
に
よ
つ
て
一
般
的
の
機
軸
と
し
π
と
見
る
の
で
、
董
紳
箭
の
言
っ
て
居
る
所
が
即
ち
司
馬
蓬

の
考
で
あ
る
。
か
＼
る
次
第
で
あ
る
か
ら
、
司
馬
蓬
が
更
認
を
作
る
に
孔
子
の
春
秋
を
縫
ぐ
と
い

ふ
抱
負
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
れ
が
喉
だ
後
世
支
那
で
い
ふ
更
家
と
は
大
に
違
っ
た
立
揚
に
居

た
竜
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
膿
。
そ
れ
で
書
中
に
見
え
π
る
彼
れ
の
評
論
等
竜
、
彼
紺
の
政
治

姦
直
に
關
す
る
根
本
思
想
を
し
ら
な
け
れ
ば
分
ら
灘
。
而
し
て
彼
れ
は
其
父
と
頗
る
蓮
っ
て
、
孔

　
　
　
　
司
馬
遜
の
経
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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岬
質
　
學
　
研
　
究
　
　
第
二
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

孟
を
奪
び
儒
敏
を
信
じ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
其
経
學
か
ら
調
べ
て
か
、
ら
ね
ば
な
ら
諏
と
同
時
に
、

史
記
に
論
述
す
る
所
か
ら
亦
當
時
経
師
の
學
説
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
π
か
と
い
ぜ
ふ
こ
と
を

想
像
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
司
馬
遷
は
其
脛
學
に
於
て
如
何
な
る
流
涙
か
ら
最
多
く
影
響
を
受
け
π
か
是
れ
第
一
に
起
る

問
題
で
あ
る
。
諮
れ
を
藪
に
す
る
に
は
先
づ
其
年
代
か
ら
明
に
せ
ね
ば
な
ら
漁
。
遷
の
年
代
に

就
い
て
、
從
來
明
確
の
詮
は
な
「
か
っ
た
が
、
近
頃
我
友
亡
君
静
安
は
太
史
公
繋
年
考
略
を
著
は
し
、
太

史
公
自
序
の
，
注
、
基
面
に
引
け
る
博
物
志
の
文
よ
ウ
推
定
し
て
、
其
の
生
年
を
漢
景
二
三
五
年
丙
僚

（西

H
＋
五
年
）
と
し
て
居
る
が
、
是
は
最
も
信
ず
べ
き
論
と
思
ふ
。
（
平
入
叢
闘
）
叉
其
残
年
に
就
て

も
亦
分
っ
て
居
ら
臓
が
、
大
概
彼
の
一
生
は
武
帝
（
置
O
i
置
切
・
ρ
）
と
絡
始
を
爲
し
て
居
ろ
よ
う
で
あ

る
。
若
く
は
野
州
盛
な
ど
が
言
つ
だ
蓮
う
、
或
は
昭
帝
q
。
。
本
㊤
田
b
．
）
の
初
年
ま
で
生
存
し
カ
の
か

竜
知
れ
諏
。
（
＋
七
史
商
擁
巻
一
）
か
く
司
馬
蓬
の
時
代
を
大
鎧
定
め
て
そ
れ
か
ら
其
時
代
に
如
何
な
る
種

類
の
経
學
が
行
は
れ
て
居
だ
か
と
い
ふ
に
其
れ
は
申
す
ま
で
も
な
く
所
謂
今
文
涙
の
経
學
が
行

は
れ
て
居
た
。
武
帝
の
建
元
五
年
目
H
Q
◎
⇔
」
W
・
9
に
諸
子
百
家
を
罷
細
し
て
、
漸
う
儒
家
を
奪
ん
だ
結
果

と
し
て
五
経
博
士
を
置
き
、
因
っ
て
敏
學
の
基
礎
を
確
立
し
だ
が
、
當
時
の
五
経
博
士
な
る
も
の
を

…
漢
書
儒
林
傳
に
よ
っ
て
見
る
と
、
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ハ
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ハ

　
易
暢
。
書
欧
陽
。
詩
齊
魯
韓
。
禮
后
。
春
款
鳶
羊
。

と
あ
る
、
還
し
て
皆
今
交
涙
の
経
師
掩
ち
で
あ
る
。
軒
丈
涙
と
い
ふ
は
、
金
鶏
に
盛
な
う
し
古
丈
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
マ
サ

と
…
雌
劉
す
る
爲
あ
、
後
に
鵡
0
職
名
稻
で
あ
る
。
結
局
秦
の
焚
書
坑
儒
の
後
を
5
け
、
漢
初
筆
書
の

律
を
除
き
、
民
問
に
二
三
馬
鐸
を
煙
れ
発
老
儒
た
ち
が
、
本
経
を
以
て
諸
生
に
敏
聾
し
、
先
秦
の
學
術

漸
く
再
興
の
氣
蓮
に
向
つ
詮
の
で
あ
る
添
、
此
等
の
人
を
が
激
冷
し
て
居
尤
経
血
ハ
は
、
當
時
期
の
…
世

に
普
通
行
は
れ
π
漢
学
を
以
て
か
㌦
れ
て
あ
っ
た
か
ら
、
之
を
今
交
と
い
ひ
、
衰
π
共
學
涙
を
今
丈

派
と
い
ぶ
。
そ
れ
か
ら
今
文
に
劃
し
、
愛
に
古
交
と
い
ム
竜
の
が
出
π
。
そ
れ
は
漢
書
河
問
獄
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

傳
に
王
が
其
學
を
奪
び
、
書
を
集
あ
、
裟
禿
覇
者
を
招
，
聰
し
π
事
を
認
し
て
、
参
詣
所
レ
得
書
。
　
皆
古
文

先
算
盤
書
。
周
官
・
総
書
・
薩
・
禮
記
・
孟
子
・
老
子
之
鵬
。
皆
古
集
説
記
七
十
子
之
幽
囚
ゾ
論
。
其
筆
墨
“
禰
六

藝
。
立
二
毛
民
詩
・
左
氏
原
基
博
士
噂
。
と
あ
る
。
叉
魯
恭
王
傳
に
、
其
宮
室
を
．
治
む
る
乙
と
を
好
み
、
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
へ

て
孔
子
の
誓
宅
を
壊
っ
て
其
宮
を
廣
あ
ん
ヒ
と
を
圖
う
し
が
、
偶
然
其
壁
申
か
ら
古
文
経
博
を
得

差
と
い
ぶ
左
が
見
へ
て
居
萎
。
此
等
の
古
文
と
、
宮
學
に
立
て
ら
れ
、
博
士
に
よ
っ
て
敏
尻
き
れ
て

居
た
今
丈
の
経
興
と
は
、
同
一
の
経
典
で
竜
、
文
字
の
異
同
が
あ
あ
の
み
な
ら
ず
解
説
が
同
一
で
な

い
。
砲
塁
交
の
方
に
の
み
弱
る
経
典
が
あ
っ
て
、
今
交
に
は
之
に
野
す
る
脛
典
の
早
い
毒
の
竜
亦

鮮
く
な
い
。
即
ち
経
学
其
物
が
、
其
の
古
文
家
π
う
、
今
文
家
数
る
に
よ
っ
て
非
常
な
相
違
．
を
生
ず

　
　
　
　
司
馬
無
｝
の
紹
岡
醗
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卸
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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暫
學
硯
究
　
第
二
十
八
蜀
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

る
。
例
せ
ば
詩
に
捨
て
學
宮
に
立
て
ら
れ
て
居
た
七
二
韓
三
家
の
詩
は
今
丈
で
あ
る
が
、
古
文
で

あ
る
毛
詩
と
は
群
論
が
全
く
蓮
ふ
。
其
の
外
置
生
に
よ
っ
て
激
陽
生
へ
徳
ら
れ
控
奔
馬
聖
書
と
、

孔
安
國
が
孔
子
の
壁
申
か
ら
出
π
竜
の
に
つ
き
研
究
し
た
古
文
等
量
と
、
若
く
は
春
秋
に
於
で
、
今

交
涙
に
属
す
る
公
羊
，
家
の
説
く
所
と
、
古
丈
涙
に
観
す
る
左
心
家
の
説
く
所
ど
は
非
常
な
差
蓮
が

あ
る
。
周
宮
は
周
公
が
太
卒
を
致
し
疫
遜
を
見
る
べ
き
、
儒
家
の
経
典
中
で
竜
最
大
切
な
竜
の
と

考
へ
」
ら
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
は
古
文
涙
の
主
張
す
る
所
で
、
合
、
丈
涙
の
経
典
に
は
周
官
は
て
ん
で
な

い
。
否
、
な
い
の
み
な
ら
ず
、
今
丈
涙
た
る
公
羊
聖
堂
の
論
る
も
の
に
至
っ
て
は
周
官
を
以
て
『
六

國
陰
謀
津
南
』
な
ん
ど
と
い
つ
禿
竜
の
竜
あ
る
。
（
当
事
総
曙
、
開
讃
）
か
一
の
如
丸
今
古
文

の
學
涙
が
互
ぴ
に
其
論
を
異
に
し
て
居
た
ひ
然
る
に
當
晴
今
文
は
學
官
に
立
て
ら
れ
、
藤
利
を
得

る
に
は
し
の
學
を
側
帯
や
ら
な
く
て
は
な
ら
滋
。
古
志
の
學
は
國
家
声
令
の
認
む
る
所
で
な
か
．

つ
た
か
ら
、
西
漢
の
聖
代
に
は
、
今
文
の
學
、
に
比
し
甚
だ
微
々
だ
る
有
様
で
あ
っ
カ
。
さ
て
司
馬
蓬

は
此
時
代
に
あ
っ
て
如
何
な
る
経
學
の
影
響
を
最
う
け
て
居
疫
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
申
す
ま
で

事
な
く
今
文
派
の
経
師
に
就
い
て
色
々
學
問
を
し
て
居
π
に
違
な
い
。
先
づ
易
は
、
渤
に
述
べ
π

如
く
、
遷
の
父
談
が
、
易
學
を
楊
何
に
う
け
π
ヒ
と
が
分
っ
て
潤
う
、
而
し
て
聖
帝
が
立
て
た
五
経
博

　
　
　
　
　
　
み

士
の
う
ち
で
『
易
楊
』
と
い
ふ
乙
と
に
魔
っ
て
居
る
か
ら
蓬
も
易
に
予
て
は
離
層
の
學
を
傳
へ
た



9

816

と
推
諏
さ
る
㌧
の
で
あ
る
。
漢
書
儒
林
徳
に
よ
る
と
篭
今
丈
涙
の
易
事
後
に
は
種
々
の
血
涙
を
生

じ
，
施
灘
・
孟
喜
・
梁
郎
賀
な
ど
が
各
一
家
を
な
し
て
居
る
け
れ
ど
も
、
武
帝
の
時
代
に
は
唆
だ
此
等
の

分
派
は
な
い
。
蓬
の
如
き
も
易
を
學
ば
ん
と
せ
ぱ
楊
侮
の
涙
．
を
置
い
て
は
他
に
な
か
っ
た
鐸
で

あ
る
。
詩
竜
當
時
今
文
涙
の
齊
魯
韓
の
三
家
が
あ
っ
た
。
齊
詩
は
齊
人
韓
島
々
、
魯
詩
は
魯
人
申

培
、
韓
詩
は
愈
愈
韓
嬰
の
簿
へ
π
も
の
で
あ
る
。
司
馬
蓬
は
詩
に
於
て
如
何
な
る
學
涙
に
属
し
π

か
と
い
ふ
に
、
後
に
述
ぶ
る
如
く
彼
れ
は
業
古
早
瀬
書
に
就
い
て
孔
男
舞
に
學
ん
だ
と
い
ふ
こ
と

に
な
．
つ
て
居
る
が
、
儒
林
傳
に
よ
る
と
安
寧
は
詩
を
申
培
に
學
ん
だ
と
あ
る
。
是
に
よ
っ
て
見
る

と
藩
も
壷
飾
學
に
於
て
魯
詩
の
振
に
厩
す
る
入
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
澱
。
從
來
の
學
者
が
い

っ
て
る
逓
う
、
更
記
に
色
を
と
詩
を
引
い
て
居
る
。
其
一
例
を
言
ふ
と
關
碓
の
詩
の
如
き
古
文
涙

π
る
毛
詩
に
は
后
妃
の
徳
を
詠
歎
し
て
作
っ
た
も
の
と
な
っ
て
居
る
が
、
臭
記
に
は
墨
画
婁
起
し

π
爲
め
、
詩
人
が
之
れ
を
雄
席
に
本
づ
け
誠
刺
を
し
力
竜
の
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。
必
h

覧
遷
が
童
詩
の
流
義
で
詩
を
解
し
カ
か
ら
で
あ
る
。
叉
春
秋
に
於
て
は
、
彼
れ
が
董
仲
野
の
言
を

其
自
序
に
引
い
て
居
ゑ
の
で
も
分
る
如
く
、
今
文
公
轟
々
に
鷹
し
て
居
だ
。
但
館
に
述
べ
な
く
て

な
ら
臓
こ
と
は
、
司
馬
遷
の
蒔
代
に
は
、
今
丈
の
経
學
以
外
、
巳
に
古
文
の
輕
画
竜
世
に
出
て
居
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
に
畢
げ
π
如
く
、
古
丈
の
學
を
奨
醸
し
鬼
の
は
河
間
奏
王
で
、
魯
恭
王
竜
共

　
　
　
司
罵
「
瓢
「
の
無
鵬
思
㍗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
脚
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蒋
船
　
韓
　
突
　
　
鎧
こ
幽
八
納
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

宮
室
を
農
む
る
に
ハ
こ
ぎ
偶
然
古
文
維
典
を
薮
黙
し
た
と
あ
る
。
然
る
に
爾
王
は
景
帝
の
子
で
、
武

帝
と
兄
弟
の
雛
柄
か
あ
る
が
、
隙
王
は
景
帝
二
年
（
㌫
蝋
ご
つ
d
．
）
に
河
問
に
封
を
3
け
、
聖
帝
の
元
光
五

年
に
（
襲
濤
φ
）
麗
じ
、
魯
恭
王
ば
景
帝
三
年
（
回
驚
膨
・
O
・
）
に
魯
王
と
な
う
、
元
朔
元
年
に
（
憲
Q
。
b
ご
b
・
）
に

は
な
一
な
っ
て
居
る
か
臭
難
夕
曇
、
隷
）
前
に
暴
げ
た
畠
廉
事
は
、
こ
の
間
に
起
つ
カ
と
し
な

く
て
は
獄
ら
諏
。
而
し
て
そ
れ
七
司
駅
馬
の
年
代
か
ら
推
す
と
、
彼
れ
が
少
年
蒔
代
の
一
こ
と
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ユ
ル

る
。
　
一
画
太
史
公
の
家
で
は
巽
鍵
宮
楚
る
職
務
上
、
天
下
の
衡
有
古
文
態
々
が
集
毅
る
鐸
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
ヘ
　
へ

か
ら
、
濫
は
已
緯
古
文
に
卑
し
て
學
饗
し
た
と
見
へ
、
北
へ
の
霞
序
に
留
年
十
歳
則
論
「
「
古
文
㎎
と
あ
ウ
、
又

漢
書
儒
林
擁
に
顛
纏
れ
が
孔
安
、
臼
に
就
い
て
古
文
を
學
ん
だ
か
ら
、
史
記
に
引
く
所
の
曙
典
・
禺
貢
・

単
二
・
微
子
。
金
聾
の
諸
篇
に
ぱ
、
古
墨
訟
が
多
く
用
ひ
ら
れ
て
早
算
や
5
に
書
い
て
あ
る
。
叉
彼
れ

が
古
交
を
好
ん
だ
し
・
、
鳳
ぱ
、
五
帝
本
紀
の
論
賛
に
、
至
昌
長
脚
半
各
往
往
聾
黄
帝
露
舜
歩
軍
旧
風
敏
嗣
」
殊

　
や
　
ゆ
　
レ
　
ハ
　
ゆ
　
て
　
へ
　
ゆ
　
へ

焉
。
総
レ
之
不
レ
離
，
”
否
響
岩
近
レ
是
。
と
い
っ
て
居
る
の
で
分
る
。
　
一
戸
漢
の
博
士
康
の
學
風
と
、
太
史
公
の

そ
れ
と
は
、
大
に
其
趣
を
異
に
す
。
博
士
は
脚
台
を
平
門
と
し
て
、
家
法
と
か
師
法
と
か
い
ふ
も
の

が
極
あ
て
塾
し
く
、
妄
う
い
山
己
れ
の
属
す
る
學
涙
以
外
の
詫
を
取
う
入
る
乱
事
を
許
き
滋
が
、
太
更

公
は
元
寒
吏
家
で
あ
る
以
上
、
必
ず
し
も
一
事
を
專
門
と
し
て
、
一
家
の
経
読
の
み
を
墨
守
し
な
く

と
も
宜
し
い
の
弔
、
嘩
あ
る
か
ら
、
前
に
墨
げ
授
章
う
欝
書
に
於
い
て
毛
、
往
々
古
交
説
を
溺
ひ
て
居
る
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が
、
そ
れ
は
決
し
て
衝
書
計
う
で
は
な
い
。
蒸
せ
ば
春
秋
に
於
い
て
も
、
元
來
は
公
羊
家
で
あ
う
な

が
ら
、
古
上
家
た
る
左
二
三
を
多
く
藤
釆
し
て
居
る
こ
と
は
、
史
記
を
一
見
し
て
直
ち
に
分
る
。
即

ち
彼
れ
は
一
階
を
專
門
と
せ
ぎ
る
の
み
か
、
古
文
今
丈
と
い
ふ
如
き
経
學
の
上
に
鴻
溝
あ
る
竜
の

を
賞
電
も
顕
み
る
こ
と
な
く
併
せ
取
っ
て
居
る
。
一
要
す
る
に
蓬
の
脛
．
學
を
亜
心
く
い
へ
げ
胆
雑
…
駁
で
統

一
を
潜
き
、
又
翼
聞
を
網
羅
す
る
こ
と
の
φ
を
務
め
楚
か
ら
、
書
中
矛
盾
の
多
い
薯
も
、
承
認
し
な
く

て
は
な
ら
諏
。
併
し
な
が
ら
元
來
今
文
涙
の
盛
に
行
は
れ
π
時
代
に
居
沁
入
で
あ
る
か
ら
、
其
大

畑
か
ら
い
ふ
と
き
は
、
勿
論
今
丈
涙
の
経
學
が
彼
れ
の
思
想
を
支
配
し
て
居
π
と
言
は
な
け
れ
ば

な
ら
繊
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
予
輩
は
国
号
學
の
全
廃
に
つ
き
、
対
丈
家
と
し
て
彼
れ
の
経
説
を
明
に
す
る
こ
と
は
、
こ
の
一
小

論
文
の
能
く
す
る
所
で
な
い
か
ら
、
之
れ
を
避
け
、
以
下
少
し
計
ら
孔
子
の
春
秋
に
つ
き
彼
れ
の
懐

抱
し
だ
意
見
を
述
べ
て
見
授
い
と
思
ふ
。
春
秋
k
就
い
て
、
彼
れ
が
當
時
公
羊
學
者
の
大
象
π
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ヘ
　
へ
　
や
　
へ

董
学
事
の
影
響
を
う
け
て
居
鶯
こ
と
は
、
前
に
翠
げ
た
手
序
の
丈
に
丹
生
に
聞
く
云
々
と
い
っ
て

翻ハ

釜
_
を
引
い
て
居
る
の
で
よ
く
分
る
。
　
勿
論
異
聞
を
博
く
集
む
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
つ
疫
所

か
ら
、
記
事
に
重
を
置
一
左
傅
を
も
置
く
利
用
し
疫
に
は
相
違
な
い
が
吏
記
の
或
る
場
所
に
は
往

往
公
史
官
が
取
ら
れ
て
居
る
。
’
即
ち
或
る
事
實
を
認
署
し
て
そ
れ
に
批
評
を
加
へ
て
あ
る
厨
に
、

　
　
　
　
司
馬
遜
の
経
墨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
三
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五
偶

公
庶
家
流
の
到
断
が
随
分
あ
る
。
其
一
二
の
例
を
爆
ぐ
れ
ば
、
春
秋
懸
三
年
に
、
宋
の
穆
公
が
原
來

が
弟
と
し
て
、
兄
宣
公
の
跡
目
を
幽
い
π
菟
の
故
、
兄
に
歯
す
る
義
理
を
堅
く
守
6
、
己
れ
が
卒
せ
ん

と
す
る
に
及
び
、
愚
子
の
公
子
鵜
を
ば
立
て
ず
し
て
、
兄
宣
公
の
出
た
る
無
記
を
立
て
だ
話
し
が
、
左

樽
に
竜
霊
気
羊
傳
に
も
載
っ
て
居
る
が
、
左
簿
の
方
で
は
初
め
弟
に
位
を
譲
っ
た
宣
公
を
美
め
て
、

『
君
子
日
。
宋
宣
公
書
レ
謂
レ
知
レ
人
奥
。
立
穆
外
翼
子
饗
レ
之
。
命
以
義
夫
。
』
と
い
ひ
最
後
に
選
良
を
引
き
、
『
般

受
レ
二
成
レ
宜
。
面
罵
二
二
。
其
是
公
議
乎
。
』
と
い
っ
て
居
る
。
然
る
に
公
課
で
は
同
一
の
事
實
に
つ
い

て
、
宣
公
が
芸
子
に
譲
る
。
へ
き
所
を
、
弟
を
し
て
位
を
縫
が
し
め
疫
か
ら
、
弟
π
る
雑
言
が
亦
義
理
を

立
て
、
其
甥
に
云
う
、
か
く
不
自
然
の
事
を
し
た
か
ら
、
途
に
内
働
を
惹
起
す
る
や
5
に
な
b
た
と
い

　
　
　
　
　
　
ハ

ふ
の
で
、
『
宋
之
禍
宣
公
爲
レ
之
也
』
と
い
っ
て
、
宣
公
を
罪
難
し
て
居
る
が
、
史
記
宋
微
子
世
家
を
見
る

と
、
哺
面
に
は
『
君
子
聞
レ
之
日
。
宋
宣
公
可
レ
謂
γ
知
レ
入
尖
。
立
昌
其
弟
一
以
成
義
。
忠
興
等
号
復
享
レ
之
。
』
と
左
傳
と
．

同
じ
評
論
を
し
な
が
ら
、
其
論
賛
に
於
て
は
、
『
春
款
議
豊
肥
之
胤
。
自
事
宣
公
腰
昌
太
子
一
而
立
凸
弟
。
國
以
不
γ
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

者
十
世
し
と
い
っ
て
居
る
。
ヒ
＼
に
春
秋
と
い
つ
疫
の
は
、
公
羊
家
・
の
見
π
春
秋
の
義
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
同
じ
く
宋
の
裏
公
が
楚
と
泓
に
職
っ
て
大
敗
し
た
こ
と
が
あ
る
。
其
課
は
宋
の
司
馬

に
子
魚
と
い
ふ
も
の
が
あ
て
方
人
が
未
だ
工
水
を
濟
ら
ざ
る
に
先
ち
之
を
討
泥
ば
、
御
方
利
あ
る

べ
し
乏
申
し
解
け
れ
ど
職
裏
乱
酔
れ
を
用
み
ず
。
ま
た
楚
已
に
濟
ウ
て
、
未
だ
藻
備
へ
を
立
て
ざ
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る
に
、
兵
を
進
め
給
へ
と
い
へ
ど
鷹
ぜ
ず
。
か
く
戦
機
を
失
し
だ
予
め
、
宋
の
軍
大
に
敗
れ
、
裏
公
も

手
を
負
ふ
π
が
、
猶
寡
人
亡
國
の
除
と
錐
も
、
敵
の
不
意
を
襲
ム
や
う
な
卑
怯
な
振
舞
を
せ
ぬ
と
敗

軍
し
な
が
ら
大
言
を
吐
い
て
居
π
。
剰
れ
世
に
名
高
‘
き
宋
裏
の
仁
の
故
事
で
、
左
傳
の
方
で
は
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

公
を
寧
ろ
．
既
事
や
う
な
態
度
で
書
い
て
あ
る
が
、
公
羊
で
は
大
に
裏
公
の
遣
口
が
堂
々
と
し
て
立

涙
だ
つ
だ
芝
を
嘗
め
↓
以
爲
難
呂
二
王
之
戦
一
重
不
レ
過
レ
宝
玉
』
と
い
っ
て
居
る
（
僖
二
＋
二
年
）
然
る
に
更
記
は

公
羊
の
詮
を
と
ら
、
嚢
公
銑
敗
昌
於
泓
而
君
子
或
出
塁
レ
多
。
傷
箪
中
國
闘
昌
禮
義
褒
事
事
。
宋
裏
薫
煙
禮
譲
也
。

と
い
っ
て
全
く
公
羊
説
を
用
ひ
π
形
述
が
あ
る
。
清
の
焦
循
の
説
に
、
昔
漢
の
忠
臣
に
紀
信
と
い

ふ
竜
の
が
あ
っ
て
、
高
息
楚
の
軍
勢
に
騒
ま
れ
、
命
危
か
つ
授
と
き
、
自
ら
高
高
と
名
乗
っ
て
出
て
降

う
、
高
租
は
其
隙
に
城
の
一
方
か
ら
落
延
ん
だ
。
海
難
の
命
を
助
か
つ
お
の
は
、
全
く
紀
信
の
計
に

よ
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
司
馬
蓬
は
更
記
に
紀
信
の
爲
め
に
博
を
立
て
＼
居
な
い
。
是
恐
ら
く
は
戦

陣
に
於
て
電
縫
計
を
用
ひ
る
こ
と
は
不
可
な
い
と
い
ふ
公
章
家
の
説
k
擦
っ
た
も
の
だ
ら
う
と

言
っ
て
居
る
。
へ
早
出
業
果
し
て
然
る
か
否
か
は
分
ら
ね
ど
、
蓬
が
更
認
の
中
に
公
羊
設
を
取
っ

て
居
る
こ
と
丈
は
明
ら
か
で
あ
る
。
尤
前
に
暴
げ
た
竜
の
は
、
唯
霞
る
事
實
に
就
き
、
論
理
上
の
到

断
渉
違
っ
て
居
る
と
い
ふ
に
過
ぎ
ぬ
が
、
孔
子
の
春
秋
に
於
け
る
見
解
に
至
っ
て
は
、
輔
履
顯
し
く

公
羊
學
の
色
彩
を
帯
び
て
居
る
や
．
5
に
思
は
る
。

　
　
　
；
涌
馬
遷
の
輕
墨
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
五
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ヘ
　
　
へ

　
一
膿
公
勢
門
の
方
で
は
、
孔
子
の
制
作
と
い
ふ
事
に
重
を
置
く
。
愛
に
一
寸
断
う
置
か
な
く
て

は
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
こ
の
翻
歪
と
い
ふ
宇
で
あ
る
が
、
公
信
家
は
之
れ
を
以
て
禮
樂
を
制
作
す
る
意

味
に
使
用
し
て
居
る
。
道
は
古
今
東
西
に
通
ず
る
『
般
的
の
準
鋼
で
、
決
し
て
獲
る
べ
き
竜
の
で

は
な
い
が
、
道
が
外
形
に
．
あ
ら
は
れ
登
し
て
禮
樂
と
か
制
度
と
な
る
に
は
、
時
に
鷹
じ
、
揚
陸
に
從
ひ

必
ず
し
竜
一
定
せ
ず
。
ま
π
一
定
す
べ
き
も
の
で
な
い
。
軒
丈
家
の
方
で
は
、
孔
子
は
最
周
禮
を

重
ん
じ
、
周
の
成
康
時
代
に
嚢
世
を
挽
回
す
る
こ
と
を
目
蘭
と
き
れ
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
周
公
の
禮

樂
を
最
完
備
し
π
竜
の
．
と
し
、
其
本
県
の
形
に
還
へ
す
こ
と
に
骨
折
ら
れ
た
と
見
る
。
邸
ち
既
意

を
推
す
と
き
は
、
章
學
誠
が
「
孔
子
は
徳
あ
れ
ど
竜
位
な
し
、
故
に
制
作
の
愚
な
し
、
一
成
に
竜
列
す
る

乙
と
を
得
ず
、
安
ぞ
集
あ
て
大
成
す
る
を
得
ん
や
と
い
ひ
、
集
あ
て
大
成
し
だ
の
は
周
公
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
じ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
じ

孔
子
で
は
な
い
と
」
言
っ
て
居
る
。
（
交
史
麺
議
巷
二
）
叉
喫
驚
が
、
聖
人
を
作
者
郎
ち
立
法
者
の
意
に
解
秘
．
発

墨
萬
湯
文
武
単
車
は
、
實
際
至
聖
を
作
っ
た
か
ら
聖
人
と
い
ふ
こ
と
が
出
家
る
け
れ
ど
も
、
孔
子
は

禮
樂
を
勝
つ
だ
乙
と
は
な
い
。
唯
之
を
整
正
し
だ
辛
め
古
塁
人
の
濫
が
孔
子
に
籍
っ
て
後
世
に

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

樽
つ
π
。
故
に
且
ら
く
譲
を
古
の
作
者
に
比
し
、
聖
入
を
以
て
之
に
聖
旨
る
の
み
云
々
垂
と
い
つ

だ
の
も
、
古
文
家
の
立
揚
か
ら
い
ぶ
と
、
視
れ
以
上
は
言
は
れ
な
い
謬
で
あ
る
が
、
艶
陽
家
殊
に
公
羊

家
は
之
に
反
し
孔
子
を
以
て
作
者
と
し
て
居
る
。
然
ら
ば
孔
子
の
作
者
た
る
こ
と
は
、
何
に
よ
つ
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て
之
れ
を
見
る
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
春
秋
で
あ
る
。
前
に
弱
る
如
く
、
孔
子
が
春
秋
を
作
つ
π
の

は
、
箪
に
吏
實
を
記
載
す
る
の
が
目
．
的
で
は
な
い
。
聰
れ
に
是
雰
を
加
へ
、
叉
籍
う
て
一
王
の
法
を

立
て
た
も
の
で
あ
る
。
　
蝸
王
の
法
と
い
ふ
は
、
夏
に
は
夏
の
至
る
べ
き
法
が
あ
う
、
股
周
亦
各
擦
る

へ
き
法
が
あ
若
。
法
と
は
邸
ち
前
に
蓮
べ
π
禮
樂
、
委
し
く
言
へ
ば
禮
樂
刑
政
の
乙
と
で
、
論
語
の

『
子
張
問
＋
世
可
ン
知
也
』
の
章
に
孔
安
國
が
『
丈
質
禮
礎
也
』
と
い
ひ
、
裾
野
が
、
『
所
ゾ
因
謂
”
三
綱
五
賞

面
諭
・
損
墨
譜
・
文
質
三
郵
避
と
あ
る
ば
帥
ち
そ
れ
で
あ
る
。
（
朱
子
の
溢
亦
此
に
擦
る
）
孔
子
竜
、
明
に
三
綱
五

常
の
道
は
不
易
の
も
の
な
れ
ど
、
文
を
禽
ぶ
と
か
、
質
を
並
ぶ
と
か
、
叉
垂
統
と
て
、
暦
法
に
或
は
建
子
、

心
血
・
建
寅
の
月
を
そ
れ
ん
＼
正
月
と
す
る
規
期
が
あ
っ
て
、
一
代
ご
と
に
獲
る
べ
き
竜
の
と
せ
ら

れ
て
居
る
。
同
じ
く
論
語
に
『
倉
淵
問
レ
爲
γ
邦
』
の
章
が
あ
っ
て
、
孔
子
ば
顔
面
に
答
へ
て
、
『
行
昌
夏
之

時
棄
駿
之
．
肇
墨
周
之
轟
樂
則
童
舞
。
』
と
仰
せ
ら
れ
て
居
る
。
蔀
ち
孔
子
が
虞
憂
般
商
四
代
の
禮

樂
を
折
衷
し
、
必
ず
し
も
周
禮
の
み
を
墨
守
さ
れ
漁
事
が
分
る
。
然
ら
ば
同
じ
く
論
語
に
『
周
盈
5

於
二
代
喝
郁
々
乎
文
哉
。
吾
從
レ
周
』
　
と
あ
は
女
面
と
い
ム
に
、
公
羊
家
の
如
き
は
か
う
解
し
て
居
る
。

辛
煮
も
、
矢
張
夫
子
が
春
秋
を
作
ら
れ
無
事
と
圏
零
し
て
届
く
。
，
凡
そ
正
朔
は
三
に
し
て
改
ま
ゑ
、

文
質
は
再
び
し
て
織
る
こ
と
、
循
環
の
如
し
。
周
は
夏
股
に
盈
み
、
股
砕
質
を
憂
じ
て
夏
の
交
を
用

ゆ
、
夫
子
春
秋
を
罰
す
る
に
は
周
の
文
を
墾
じ
て
．
般
の
質
に
ハ
へ
う
、
是
れ
を
周
に
從
ふ
と
い
ふ
な

　
　
　
　
司
馬
蓬
の
経
勘
Ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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五
八

う
。
即
ち
周
が
二
代
に
忌
み
た
遣
方
を
急
難
す
る
を
、
周
に
從
ぶ
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
論
語
に

は
孔
子
が
周
禮
を
奪
ば
れ
た
と
思
は
し
む
る
言
葉
が
随
分
あ
る
。
『
述
而
不
作
』
脚
の
如
き
、
尤
も
公
羊

家
の
所
謂
夫
子
の
制
作
と
い
ふ
こ
と
＼
は
、
男
眉
す
る
や
3
で
あ
る
が
公
．
羊
家
の
方
で
は
、
亦
た
具

合
よ
一
業
繹
し
て
、
其
矛
盾
を
謡
う
綴
け
て
居
る
。
（
劉
逢
薩
論
語
述
何
等
）
そ
れ
か
ら
若
し
孔
子
が
禮
樂
を
制

作
し
て
、
彼
自
身
の
敏
法
を
創
め
ら
れ
売
と
せ
ば
、
其
位
に
居
ら
ざ
る
孔
子
は
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
出

塁
る
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
と
、
公
酒
家
は
此
健
に
脚
周
罪
質
と
い
ぶ
事
を
い
ぶ
。
即
ち
孔
子
が
春

秋
を
制
作
し
て
其
敏
法
を
廻
る
＼
に
就
い
．
て
、
身
王
者
で
な
い
か
ら
、
孔
子
の
名
を
以
て
す
る
課
に

は
参
ら
ね
。
故
に
假
ウ
に
魯
を
王
と
た
て
、
魯
が
命
を
受
け
て
王
と
な
う
、
新
に
法
を
作
つ
π
や
う

に
見
せ
て
あ
る
。
煙
れ
が
春
秋
で
、
春
野
に
は
周
公
の
義
例
は
な
く
、
皆
孔
子
の
秀
吟
の
み
で
あ
る

と
い
ふ
。
然
ら
ば
孔
子
は
、
野
際
政
治
の
上
で
周
を
織
け
魯
を
王
と
す
る
考
が
あ
っ
π
か
と
い
ぶ

に
、
そ
れ
は
禽
竜
な
い
。
孔
子
は
唯
「
イ
デ
「
」
の
上
で
禮
樂
を
制
作
し
た
計
り
で
、
そ
れ
を
其
世
に
實

現
し
ょ
う
と
い
ふ
考
へ
は
な
い
。
唯
公
羊
家
の
冴
謂
新
法
を
作
り
置
い
て
、
後
の
王
者
が
出
で
て

之
を
採
用
す
る
を
待
π
れ
尤
。
慮
が
果
し
て
漢
の
世
と
な
う
て
、
孔
子
の
新
法
が
行
は
る
＼
や
う

に
な
つ
尤
と
い
ふ
の
が
、
公
皇
家
の
説
で
あ
る
．
孔
子
が
後
ち
に
漢
の
興
る
を
豫
知
し
、
新
法
を
作

う
て
薫
れ
を
待
つ
と
い
ム
如
き
は
、
漢
儒
が
其
學
を
以
て
世
に
談
び
、
利
緑
の
資
と
孜
さ
ん
と
の
卑



　
劣
な
考
か
ら
起
つ
π
乙
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
浄
罪
か
・
る
論
は
漢
の
爲
め
に
非
常
に
都

　
合
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
9
そ
れ
は
ど
う
か
と
い
ム
と
、
漢
は
国
家
秦
の
後
を
3
け
π
も
の
で
あ

　
る
が
、
漢
の
人
は
多
く
秦
を
即
位
と
見
て
、
正
統
の
中
に
入
れ
澱
。
そ
れ
で
漢
は
結
局
周
を
縫
い
だ

　
乙
と
に
，
な
る
が
、
一
興
乗
初
嚢
で
は
、
や
、
つ
と
戦
齪
が
熔
ん
だ
計
り
で
翻
度
も
多
く
秦
の
故
を
襲
ふ

　
て
居
だ
が
、
遜
れ
を
以
て
満
足
は
出
車
な
い
。
必
ず
や
三
代
に
竜
劣
ら
外
壁
樂
が
新
に
起
ら
な
く
・

　
て
・
は
な
ら
ぬ
。
か
の
更
記
頁
誼
が
傳
に
『
漢
興
至
蝸
摯
文
目
二
十
多
年
。
天
下
和
解
。
伊
江
賞
改
聾
塑
易
昌

　
服
色
一
法
昌
制
度
楚
昌
官
名
舶
興
巾
禮
樂
崎
乃
悉
草
“
具
其
事
儀
耳
糞
省
黄
。
数
用
レ
五
。
云
々
』
と
い
ひ
、
北
李
侯
張
蒼
、

　
魯
人
公
孫
臣
等
が
郷
術
五
徳
終
始
の
読
を
引
い
て
、
制
度
の
改
箪
を
論
じ
て
居
る
の
が
皆
其
れ
で

　
あ
る
．
（
史
詑
孝
丈
本
紀
）
然
る
に
後
世
に
な
る
と
代
が
易
っ
て
も
其
制
度
は
矢
張
三
代
を
回
想
と
レ
禮
樂

　
と
て
竜
亦
周
を
目
標
と
し
て
居
る
。
縦
令
理
論
の
上
計
う
で
竜
そ
5
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
巌
い

　
心
々
よ
う
す
る
と
、
樋
清
會
典
と
か
大
明
事
典
と
か
い
ふ
明
清
の
制
度
を
規
定
し
π
も
の
で
も
、
其

　
。
源
に
盛
れ
ば
周
禮
の
理
想
か
ら
割
出
し
て
あ
る
。
併
し
漢
は
そ
う
は
ゆ
か
諏
。
既
に
周
の
後
を

　
縫
い
で
、
天
下
に
君
臨
す
る
以
上
、
周
公
の
禮
を
其
儘
用
ふ
る
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る
。
其
れ
は
前
に

　
申
す
ど
と
く
、
漢
人
の
考
で
は
革
命
と
い
ム
こ
と
は
同
時
に
制
度
の
改
革
を
意
昧
す
。
若
し
漢
が

野
台
武
周
公
の
禮
樂
を
用
ふ
る
こ
と
＼
す
れ
ば
其
腱
に
矛
盾
が
あ
る
。
そ
こ
で
孔
子
が
已
に
改
制

　
　
　
　
　
司
罵
》
綴
の
糎
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胤
九
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暫
學
醗
究
　
第
二
十
八
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魑
　
　
　
　
　
★
C

を
な
し
、
新
に
一
王
の
法
を
作
っ
て
あ
っ
だ
の
を
、
漢
の
天
子
が
之
を
採
用
す
る
、
換
言
す
れ
ば
、
孔
子

は
唯
理
想
上
で
法
を
制
し
、
そ
れ
が
漢
の
帝
王
に
ポ
つ
て
、
之
れ
を
政
治
に
施
し
艶
と
す
れ
ば
、
こ
の

矛
盾
を
取
除
く
こ
と
を
得
る
課
で
、
公
羊
學
が
孔
子
の
春
秋
に
封
ず
る
見
解
は
、
こ
の
矛
盾
を
取
除

く
こ
と
が
原
噛
因
の
一
に
な
っ
て
居
る
と
思
み
。
以
上
述
べ
カ
や
う
な
公
羊
家
の
考
へ
は
、
吏
記
の

書
中
に
散
見
し
て
屏
る
。
今
其
璽
竜
な
る
竜
の
を
暴
ぐ
れ
ば
、
儒
林
傳
に
、
孔
子
が
春
秋
を
作
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

π
こ
と
を
叙
べ
『
作
晶
春
秋
下
駄
當
“
王
法
藁
と
い
っ
て
居
る
の
は
、
即
ち
誘
に
墨
げ
た
孔
子
が
春
秋
を
作

っ
て
新
し
く
一
王
の
法
を
翻
し
た
と
い
ふ
意
昧
で
あ
燕
。
又
孔
子
世
家
に
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
ぬ
　
あ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
乃
因
昌
差
響
”
作
眉
春
秋
蹴
上
至
愚
隠
公
一
下
等
＝
哀
公
十
四
年
叩
十
二
公
。
篠
レ
魯
。
親
レ
周
。
故
レ
股
。
蓮
昌
之
三
代
帰
：
：
：
後

　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
有
昌
王
者
司
塞
・
而
嗣
レ
之
。
春
秋
之
義
解
。
則
天
下
冷
血
賊
子
惟
焉
。

乙
れ
は
前
に
鵬
げ
だ
司
馬
遷
が
最
影
響
を
う
け
陀
公
羊
家
解
る
董
仲
野
の
読
と
、
互
ひ
に
絹
磯
明

す
る
慈
の
と
言
っ
て
差
支
な
い
。
そ
れ
は
董
仲
野
の
著
は
し
疫
春
秋
繁
露
に
、
三
代
改
剃
質
丈
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
の
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
ふ
篇
が
あ
っ
て
、
春
秋
鷹
罪
作
。
新
王
豊
海
時
正
昌
黒
統
舶
王
レ
魯
．
毒
断
。
紬
レ
夏
。
親
淘
。
故
レ
宋
．
と
い
ひ
、
ま
だ
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

羊
荘
廿
七
年
何
休
の
注
に
春
秋
瓢
レ
杞
薪
レ
周
世
故
レ
宋
。
以
昌
春
秋
雲
昌
二
王
酌
と
い
っ
て
居
る
。
要
す
る
に

同
一
の
語
法
で
あ
る
。
一
腰
公
羊
家
の
論
で
は
凡
そ
現
在
天
下
に
君
慰
し
て
居
る
も
の
は
王
で

あ
る
が
、
其
前
朝
と
前
々
朝
に
君
臨
せ
し
も
の
亦
二
王
と
い
ひ
、
其
子
孫
を
二
一
王
の
後
と
し
て
、
特
別
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の
待
遇
を
輿
ふ
。
二
王
の
上
に
あ
る
も
．
の
は
五
帝
、
そ
れ
か
ら
面
上
は
九
重
と
い
ふ
。
か
＼
る
順

序
に
遇
去
の
主
権
者
意
う
し
窓
の
を
排
列
し
て
居
る
が
、
君
し
周
を
現
代
の
王
と
し
て
考
ム
る
と
、

要
諦
が
二
王
で
あ
る
が
、
若
し
周
の
後
を
つ
碧
新
喪
が
起
る
と
き
は
一
つ
つ
順
塗
う
に
上
に
登
る
。

蔀
ち
薪
…
王
か
ら
い
へ
ば
周
が
最
と
も
近
い
鐸
で
、
そ
れ
か
ら
段
は
比
較
的
關
係
が
蓮
く
な
る
。
夏

（醜

侍
h
）
は
周
の
と
き
は
二
王
の
後
に
入
っ
て
居
禿
が
、
今
度
は
五
帝
の
弦
ち
に
編
入
さ
れ
、
五

帝
の
同
番
上
が
、
丸
皇
の
中
に
入
れ
九
皇
の
最
初
の
竜
の
が
庶
人
・
と
．
象
る
と
い
ぶ
順
で
あ
る
。
　
前

に
志
げ
π
春
秋
繁
露
や
、
公
羊
舞
醤
、
休
の
交
は
か
く
解
す
。
へ
き
竜
の
で
あ
る
が
、
愚
詠
の
交
も
同
檬

　
　
　
　
へ
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

で
あ
る
。
糠
魯
と
い
ふ
は
魯
を
土
と
素
立
て
＼
孔
子
が
新
法
を
制
せ
ら
れ
売
こ
と
、
親
周
Z
は
魯

を
王
と
す
れ
ば
鯛
は
繭
朝
と
覆
・
ウ
新
か
に
二
王
の
う
ち
に
入
る
，
叉
般
は
二
王
の
う
ち
な
れ
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ゆ
　
　
や
　
　
へ

共
朝
と
は
騰
孫
が
薄
く
な
る
畝
に
薄
般
と
あ
る
。
後
割
引
主
導
云
々
は
公
羊
樽
の
尾
に
制
昌
悲
秋
之

藝
以
挨
後
信
漏
盤
搬
勘
当
留
ン
・
同
じ
意
昧
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
朱
子
竺
言
っ
て
居
ら
れ
る
撹

ら
、
更
寵
三
代
本
紀
に
、
孔
子
が
四
代
を
土
管
さ
れ
控
こ
と
が
、
特
劉
に
記
載
し
て
あ
る
は
、
作
者
深
意

の
あ
亭
所
で
、
二
品
聡
衛
百
）
あ
る
”
官
界
組
紀
の
論
賛
k
、
夏
の
忠
を
喚
び
、
殿
八
の
敬
を
荷
び
、
罪
人
の

交
を
省
び
て
各
徹
害
あ
る
こ
と
を
趣
ぺ
、
周
王
滝
聞
可
訥
麦
徹
弐
（
中
略
）
故
欝
憤
承
蔽
易
攣
。
使
λ
不
．

倦
。
得
鵠
天
統
一
奥
。
と
い
っ
て
居
る
。
公
隠
家
の
方
で
は
制
度
の
上
で
丈
質
の
二
家
が
互
ひ
に
循
環
し

　
　
　
　
司
馬
悪
の
　
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
起
一
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哲
　
　
學
　
　
競
　
　
究
　
　
　
第
　
二
　
十
・
八
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

股
の
質
か
ら
周
の
交
と
な
釦
、
周
に
纏
い
で
新
に
法
を
蔑
す
る
も
の
は
再
び
質
を
取
る
と
い
ふ
設

で
、
更
記
に
忠
、
敬
、
文
の
三
つ
が
順
環
す
る
竜
の
と
し
π
の
と
稽
様
子
が
違
ふ
け
れ
ど
竜
、
周
丈
の
徹

に
鑑
み
、
穿
れ
を
改
め
禿
と
い
ふ
鮎
は
、
公
羊
派
と
全
く
同
じ
い
謬
で
あ
る
。
叉
こ
れ
は
想
像
に
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ヘ
　
へ
　

ゆ
　
　
へ
　

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　

へ

ぎ
な
い
が
、
高
主
導
に
群
臣
が
其
微
細
よ
う
起
っ
て
擾
昌
観
世
司
反
昌
之
正
鱒
卒
‘
定
天
下
一
云
々
と
搬
観
反
正

の
四
字
を
以
て
功
徳
を
賛
嘆
し
た
言
葉
が
載
っ
て
居
る
。
然
る
に
不
思
議
な
乙
と
に
は
、
公
羊
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ゆ
り
ゆ

に
竜
君
子
掲
爲
爲
昌
春
秋
哺
撲
昌
観
世
友
昌
諸
正
哺
莫
レ
近
医
諸
春
秋
舶
と
あ
る
。
鱈
子
は
勿
論
孔
子
を
指
し
控
竜

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
更
記
に
あ
る
高
組
の
功
業
を
た
㌦
へ
た
言
葉
と
同
じ
き
も
奇
怪
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

要
す
る
に
素
秋
を
護
め
ば
其
中
に
擾
観
反
正
の
法
が
あ
る
。
　
高
租
は
其
B
れ
を
授
か
っ
て
實
際
に

行
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
は
あ
る
合
い
か
。
何
休
公
羊
の
注
に
、
知
g
漢
當
レ
縫
昌
大
観
之
塩
鱒
故
作
5
嬢
レ
飢
之

法
．
以
働
盛
。
と
墾
照
し
π
ら
公
羊
學
者
の
考
へ
は
分
る
。
公
寝
息
の
弱
織
は
澤
肉
あ
る
が
、
今
こ
れ

を
指
摘
す
る
は
本
論
丈
の
目
的
で
な
い
。
唯
司
馬
蓬
の
輕
學
中
、
春
秋
に
封
ず
る
其
論
議
が
當
時

流
行
の
公
羊
學
と
關
係
あ
る
之
と
丈
述
べ
♂
、
、
脚
か
其
學
説
に
及
ん
だ
課
で
あ
る
。
猫
其
春
秋
以

外
の
経
學
に
關
し
、
転
記
に
意
う
其
思
想
を
窺
ふ
こ
と
を
得
る
竜
の
少
な
か
ら
ざ
れ
ど
竜
、
総
べ
’
＾
、

他
日
を
待
つ
こ
と
、
す
る
。


